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第 5部 ババッド・マタラム 1
[翻 訳]
深 見 純 生 訳
解 題
３．バライプスタカ版
 底本 前号の解題で紹介したように, バライプスタカ版の序文は, 底
本を次のように説明している。スラカルタ王国のススフナン・パクブウォ









ピジョーは1948年オランダに帰国した後, KITLV (Koninklijk Instituut
voor Taal-, Land- en Volkenkunde 王立言語地理民族学研究所) において主
にジャワ文献学の調査研究に従事した。彼の代表作の一つ『ジャワの文献』
3巻は, レイデン大学はじめオランダの諸機関が所蔵するジャワの手写本
の詳細な目録および解題であり, ジャワ (と周辺地域) の文学と文献の歴
史に関する基本文献である。その中で当然バライプスタカ版のもとになっ
た写本 LOr 1786も扱われていて, 次のように説明されている [Pigeaud







LOrはレイデン大学図書館東洋手写本 (Leiden University Library Oriental
manuscript) のことであり, LOr 1786はレイデン大学のいわゆるデルフト・
コレクションの劈頭を飾るものである。
ところが, ピジョーによれば, バライプスタカ版の底本はこの大ババッ
ド自体ではなく, レイデンにおいてスギアルト J. Soegiarto によってロー
マ字に転写されたコピーである。このローマ字版のコピーはレイデン大学
では BCB portfolio 3034 という整理記号番号が与えられている。手書き
ではなくタイプ打ちである [cf. Wieringa 1999 : 245]。スギアルトは, ピ
ジョーによれば, 1930年からレイデン大学のジャワ語の教授ベルフ C. C.
Berg, ドレウェス G. W. J. Drewes, ウーレンベック E. M. Uhlenbeck の助
手を務め, 多数のジャワ語写本のローマ字への転写とオランダ語の梗概を























5つの書類ケース (BCB portfolio 3034) に納められていたが, その書類ケー
ス30番は所在不明 (missing) である [Pigeaud 1967 2 : 166, 795]。





この翻訳の底本であるメインスマ版の第 5 版では, 編者のラスが全124
章の題目と大ババッド (LOr 1786) における詩章詩節の区切り, 各詩章の










































































はパンゲラン・プグル Puger といった。 3 番目はパンゲラン・プルバヤ
Purbaya, 4 番目はパンゲラン・ジャヤラガ Jaya-Raga, 5 番目はパンゲラ
ン・ジュミナ Juminah であった。 6 番目はパヌンバハン・クラプヤック
Krapyak であり, その幼名はラデン・ジョラン Jolang といった。これが
父の王位を継ぐことになっていた。 7 番目はパンゲラン・プリンガラヤ
Pringga-Laya といった。 8番目は娘で, ラデン・ドゥマン・タンパ・ナン






































ラバヤ公は, 急いでトゥバン, スダユ, ラモンガン Lamongan, グルシッ
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ク, ルマジャン Lumajang, クルタサナ Kerta-Sana, マラン Malang, パス
ルハン, クディリ Kedhiri, ウィラサバ, ブリタル Blitar, プリンガバヤ
Pringga-Baya, プラグナン Pragunan, ラスム, マドゥラ, スムヌップ
























































































































































































リンシル・ウェタン lingsir-wetan の刻〔朝 9時頃〕になると, セナパティ
の馬は傷がもとで死んだが, セナパティはそのまま戦い続けた。リンシル・





































































































ティ〕といい, 二番目はサラ・ディパ Sara-Dipa, 三番目はケントル・ジュ
ジャング Kenthol Jejanggu, 四番目はカルティ・マサ Karti-Masa といった。









アラップ・アラップ Alap-Alap と徴税マントリたちを連れてゆけ, またパ









































































































































































































































に任命し, トゥムングン・エンドラ・ナタ Endra-Nata の名をお与えになっ
た。王様の弟君パンゲラン・ジャヤラガはパナラガのブパティに任命され,
4 人のブパティの上に立つことになった。ジャヤラガ公はそこでよい生活
を享受した。配下の 4 人のブパティはパンゲラン・ランガ Rangga, パン






































Rangsang といい, 2 番目は姫でラトゥ・パンダン Pandhan といい, 3 番
目はデン・マス・パムナン Pamenang で, 4 番目はデン・マス・マルタ
プラ Marta-Pura で, 心を病んでいたが, 錯乱は時たま起こるだけだった。
末子はデン・マス・チャクラ Cakra といった。パンゲラン・マンクブミ
もすでに2人の子があり, 長子はすでにブパティになっていて, ディパティ・




プラウィラタルナ Prawira-Taruna とディパティ・マルタサナ Marta-Sana
の 2人をあげるにとどめよう。アディパティ・マンダラカには 4人の子が
あり, 長子はパンゲラン・マンドゥラ Mandura といい, 2 番目はディパ
ティ・ウィラプラバ Wira-Praba, 3 番目はパヌンバハン・ジュルキティン
Juru-Kithing といい, 末子は娘でバタンのディパティと結婚していた。マ
ンドゥラ公にはすでに 2人の子があり, パンゲラン・マンドゥラ・ルジャ

























人, みなの者, みな証人たるべし, デン・マス・ランサン殿が父上を継い












マンダラカ公はというと, 長生きしたので 3人の王に仕えたのだが, や
がて亡くなるとマタラムに葬られた。パンゲラン・マンドゥラとパンゲラ




地図に含まれない｡ またプリンガバヤ, プラグナン, パカチャンガンの位置
は不明｡ なお, パカチャンガンがカチャンガン Kacangan のことならば, ク
ルタサナとマディウンの間 (正確にはガンジュック Nganjuk の南西 8キロ)
に位置する｡
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